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 Lorenz による決定論的カオスの発見以来、「複数の不安定な定常解の周辺を自発的に遷移し続ける」という

概念は様々な分野で新しい認識パターンとなった。見かけ上複雑な現象にも、その背後に存在する簡単化されたな

決定論的モデルを発見することは、とても有益なことである。地球流体の非周期的振動現象の多くがこのようなカ

オスの観点で理解できそうな兆候はある。しかしながら、その簡単化された決定論的モデルは、現実の近似として、

いつでも有効とは限らない。簡単化し過ぎた人工的な非線型力学系も存在する。ベナール対流のモデルとしての

Lorenz Chaos はまさにその実例であると言えよう。Lorenz の 3 変数モデルのルーツは、ベナール対流のひとつ

のロール状セルの力学を近似したものであった。しかしながら、実際に室内実験を行うと、Lorenz Chaos は見ら

れない、なぜなら、そもそもひとつのロール状セルが形成されない。低自由度カオスの視点が流体力学において真

に有効になるためには、無限自由度の系において、近似的にではあっても、少数自由度の系が実現する十分条件を

見つける必要がある。 

 本研究では、室内実験として、Lorenz Chaos を実現させる条件を追求している。 そして、理論的考察や数

値実験と比較しながら、簡単化モデルが現実熱対流の理解に対して有効となる十分条件を見つけることが目的であ

る。不可避的な条件のひとつは、この自然対流がループ全体に沿って閉じている事である。そしてもうひとつの重

要な条件として、流れが乱流化する事が解った。地球流体の運動もまた、２重の同心球殻の間に強い重力の作用で

閉じ込められた自然対流であるから、この室内実験で得られた知見は地球流体の理解に繋がるものである。 

 


